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上の詩を読んで何を感じますか？ 

この詩が伝えていることはとてもシンプルなことです。子どもは常に、親から学んでいると

いうことです。子どもは、いつも親の姿を見ています。「ああしなさい」「こうしなさい」と

いう親の躾の言葉よりも、親のありのままの姿のほうを、子どもはよく覚えています。親は、

子どもにとって、最も影響力のある『手本』なのです。子どもは、毎日の生活のなかでの

親の姿や生き方から、よいことも悪いこともすべて吸収しています。口で何かを教え込もう

としてもダメなのです。親がどんなふうに喜怒哀楽を表すか、どんなふうに人と接している

か。その親の姿が、手本として、子どもに生涯影響力を持ち続けることになります。 
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な
さ
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て
育
つ
と
、
人
を
け
な
す
よ
う
に
な
る 

と
げ
と
げ
し
た
家
庭
で
育
つ
と
、
子
ど
も
は
、
乱
暴
に
な
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不
安
な
気
持
ち
で
育
て
る
と
、
子
ど
も
も
不
安
に
な
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「
か
わ
い
そ
う
な
子
だ
」
と
言
っ
て
育
て
る
と
、
子
ど
も
は
み
じ
め
な
気
持
ち
に
な
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子
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も
を
馬
鹿
に
す
る
と
、
引
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子
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な
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親
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他
人
を
羨
ん
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と
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も
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よ
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叱
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ま
し
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あ
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れ
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、
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、
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持
つ
よ
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に
な
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で
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に
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な
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れ
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あ
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あ
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あ
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あ
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子
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ろ
だ
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に
な
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『
子
ど
も
が
育
つ
魔
法
の
言
葉
』
よ
り 


